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選　挙

市議会
（議決機関）

市長・行政委員会
（執行機関）

市　民

そうだったんだ！議員の仕事

◇議員定数は何人？

◇議員報酬の金額は？

◇議員の平均年齢はいくつ？

（現在数は15人。うち、女性議員は２人）

※ほかに、期末手当や交通費の支給があります。

１６人

月額３３万円

65.3歳

議員以外の仕事をしても大丈夫？

　滝川市議会議員15人（定数16人）のうち、12人
が農業経営や会社役員、会社員等の仕事に就いて
おり、両立しながら活動することは十分に可能です。
近年では、子育て中の主婦や仕事を持つ若者が議
員として活躍している自治体もあります。

市議会議員にはどうやってなるの？

　市議会議員選挙に立候補し、当選する必要があ
ります。
　立候補にあたっての主な要件は次の２つで、学
歴や職歴は問いません。
①25歳以上の日本国民であること
②３か月以上、立候補する市に住んでいること

※①、②の要件を満たしていても、公職選挙法や政治資金規
正法などの関係法令に定められている被選挙権を失ってい
る場合は立候補はできません。

市議会議員の役割とは？

　議員は、市民の代表として市民の要望や意見を
市政に反映させ、市政の方向を決める重要な役割
を担っています。
　市議会議員と市長は、それぞれ独立・対等の関
係にあり、互いにけん制し、協力し合い、市政発
展のために活動しています。

市
民
の
た
め
に
働
く

願
い
を
伝
え
る

市の予算・条例などの提案

市民の意見を反映させる

市
民
の
声
を
聞
く

請
願
・
陳
情

目で見る滝川市議会議員の現い在ま

特 集

　景気の悪化や物価高騰が続く中、市議会議員は
市民生活の不安を少しでも払拭するため、日々活
動を続けています。
　今回は、市議会議員の役割や議員になるための
要件、そして普段どのような活動をしているのか
を１期目の議員がご紹介します。
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　全議員により構成され、議会の最
終的意思を決定する会議。
年４回開催する「定例会」と必要に応
じて開催される「臨時会」があります。

　会派とは、２人以上でつくる
政策を中心とした同じ理念を持
つ議員のグループ。

　市政に関するテーマ
ごとに、３つの常任委
員会（総務文教・厚生・
経済建設）が設置され
ており、議員は２つの
常任委員会に必ず所属
しています。また、特
定の事柄を審査する特
別委員会も必要に応じ
て設置しています。

本会議

市民相談

市民参加の取組

議案についての検討

委員会
◇全ての議員が行う活動

◇それぞれの議員活動の一例

　市民の方の傍聴も
あり、議事録が作成
され、記録として残
るので緊張する場面
です。
　一般質問にあたっ
ては、取り上げる事
項や質問内容など幾
度も熟考して臨みま
す。答弁によっては
再質問し論点を深め
ます。

　生活する上での不
便さや市政への要望
などの相談を受けま
す。それを自分なり
に整理して市政に反
映させることが議員
活動の醍醐味でもあ
ります。

　市民の方に市議会を身近に感じ
ていただく機会であり、直にお話
を伺う機会でもあるので、委員会
や会派、議員個人など様々な形で
市民の方と意見交換や交流を活発
に行います。

　提起される議案について必要性や市民生活
への影響などを調査するために図書館などで
関連資料を調べるほか、会派などで議論を重
ねます。
　疑義があれば担当部署に問い合わせるほか、
本会議の場で質問します。

　専門的な事柄にわたるので勉強も必
要となり、責任の重さを実感します。
　しかし、関心の高い分野に関わるの
で、やりがいがあります。

　日頃から市の施
策等について内容
を確認し、吟味し
たうえで、議会で
の一般質問につな
げていきます。

▲定例会の一般質問

▲市民の方からご相談を
　受けています

▲西高生との座談会

◀会派での検討の様子

▲短大生との意見交換会

▲新型コロナウイルス感染症
　等対策特別委員会

▲必要に応じ、担当部署に市民から
　いただいた声を届けています

　市民一人ひとりの生活や思いは違います。その違いに光を当て
一つでも多く市政に反映させるために何人もの議員がいて、その
一人として私らしい議員活動に取り組ませていただいています。

◇議員歴の平均は？

15.4年
現職議員からのメッセージ

　全国的に市議会議員のなり手不足が課題となっています。
　地域の課題を一緒に考え、より住みやすい地域にするために是
非若い人や女性にも立候補していただきたいです。

一口

一口

一口

担当部署との話し合い
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　当市議会では、６月・９月・１２月の各定例会において市政全般にわたって事業の執行状況や将来に対する方針などに
ついて質問し、執行機関から報告・説明などを求める一般質問が行われています。一般質問は、住民から重大な関心と
期待を持たれていることについて問いかけ、議員自らが提言を行い、政治姿勢を示すことができる大事な議員活動の場
です。
　本会議場での議員一人当たりの質問時間は３０分以内となっています。今議会では２日間にわたり行われ、１2名の議員
が質問しました。その一部をお知らせいたします。

皆さんの声を議会へ

質問者 質問項目

三上　裕久
（公明党）

ＳＤＧｓの取り組み　　学校現場でのＳＤＧｓの取り組み　　公共工事の入札方式等　　
市税全般の徴収の現状　　本市のゼロカーボンへの取り組み　　
雨天、降雪時に親子で遊べる屋内遊戯施設　　火災により全焼した日新ビルのがれきの撤去
新町の地下歩道の閉鎖　　新型コロナウイルス感染症の後遺症の実態把握と支援　　
学校でのマスク着用　　物価高騰による学校給食費の負担軽減

木下八重子
（会派みどり）

市職員による農作業支援

柴田　文男
（会派清新）

今後におけるまちづくりの方向性

安樂　良幸
（新政会）

市職員のメンタルヘルスケア　　滝の川運動公園内における各施設のトイレ改修

堀　　重雄
（公明党）

町内会運営　　コミュニティセンターの運営管理　　マイナンバーカードの普及啓発　　
いじめへの対応

山本　正信
（会派みどり）

水田活用交付金運用厳格化への対応　　農業資材高騰対策

荒木　文一
（会派清新）

職員のメンタルヘルスへの対応　　パワーハラスメント対策　　次年度の職員採用

佐々木和代
（新政会）

介護人材の不足　　防災計画　　自治体ＤＸの推進

水口　典一
（会派清新）

友好親善都市との交流　　企業誘致活動　　食品ロスの対応

寄谷　猛男
（共産党）

男女共同参画　　地球温暖化対策の取り組み　　補聴器購入への助成　　生理用品の提供
学校給食費の無料化

田村　　勇
（新政会）

市長の４期目出馬　　市内在住外国人の状況把握等　　除排雪の状況　　不登校への対応

東元　勝己
（会派清新）

防災危機対策課の職員体制
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問 子どもたちに対する身近な行動
としてのＳＤＧｓ教育を推進する
ことについての見解を伺う。

答 ＳＤＧｓの内容や策定の背景、
国際社会の取り組みや地域の課題
などについて、社会科の授業や総
合的な学習の時間で学習しています。

問 雨天、降雪時に親子で過ごすこ
とのできる屋内遊戯施設の設置に
ついて伺う。

答 設置を望む声が多いことは認識
していますので、今後も引き続き
可能性を探っていきます。

問 物価高騰による給食費の値上げ
を回避するため、地方創生臨時交
付金を活用することへの見解を伺う。

答 保護者負担を増やすことなく、
栄養バランスや量を保ち、地場産
物を活用した給食を提供するため、
当該交付金を活用し、補正予算案
を提案する予定です。

問 先の新聞報道で日高振興局が職
員の副業を認めると掲載されてい
た。市内においても田植えの苗運
びなど作業が集中する時期の労働
力不足が以前から懸念されている
ところであり、農家からもアルバ
イトの確保も難しく本当に困って
いるとの声を聞く。市としてこう
した労働力不足の実態を把握され
ているのか。また、対策として市
職員の副業による農作業支援はで
きないものかを伺う。

答 令和２年度から労働力不足に係
る農家への実態調査を実施し、約
300名の調査対象者のうち約１割
から労働力が不足しているとの回
答がありました。既存の１日農業
バイトアプリの活用と併せて、市
職員の公務外での活動について、
今後検討していきます。

問 少子高齢化が叫ばれて久しいが
今後のまちづくりにおいて、改め
てこの問題にどう取り組むかを伺う。

答 この問題は、市独自では即効性
のある施策展開は非常に難しく、
国全体での大きな課題であると受
け止めています。当市としまして
は新たに関係人口の創出・拡大や
持続可能な開発目標なども取り入
れた「第２期滝川市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を策定し、
取り組んだ結果、国立社会保障・
人口問題研究所が推計した当市人
口と比較し、減少スピードが抑え
られていると考えています。
こうした現状を踏まえつつ、引き
続き、本市で子育てをしたいと思
われる環境づくりや、高齢者が安
心して住み続けられるまちづくり
などを目指していきます。

問 さまざまな理由からメンタルへ
ルスの不調を訴える市職員が増加
傾向にあるが、未然防止策と不調
発症後の対応について伺う。

答 メンタルヘルス不調の未然防止
策は係長以下の全職員を対象とし
た研修、管理職員の研修、ストレ
スチェックによる現状把握、共済
組合のカウンセリングサービスの
周知・活用などで未然に防ぐよう
に対応しています。不調発症後は
所属や産業医などと連携し対応し
ます。

問 市民ニーズを踏まえ滝の川運動
公園内の和式トイレを洋式トイレ
に逐次改修すべきだと考えるが、
教育委員会の見解を伺う。

答 各施設の利用実態やニーズ、生
活環境の変化を踏まえ、施設・設
備の老朽度などを調査のうえ、段
階的な改修を進めていきます。

問 町内会役員の成り手不足が問題
となっているが、本市の対策を伺う。

答 役員の成り手不足の原因である
負担感を減らすため、町内会には
事業内容や役員数の見直しなどを
行っていただき、誰もが運営に参
画できる町内会づくりを目指して
いただきたいと考えています。市
としては、依頼事項や会議・委員
会の出席などを都度精査し、町内
会の負担軽減に努めていきます。

問 マイナンバーカードの普及啓発
に向けての取り組みを伺う。

答 市公式ホームページ、広報紙、
町内会回覧などを活用し、カード
の安全性や必要性について今まで
以上に周知していくとともに、企
業や学校などへの出張申請、窓口
時間の延長や休日窓口の開設によ
り取得拡大に努めていきます。

問 水田活用直接支払交付金の運用
厳格化による、市内の現状把握と
対策について伺う。

答 関係機関団体とともに畑地化を
検討している農地を調査予定です。
今回の見直しでは、田畑輪

りん

換
かん

や耕
作放棄地対策など地域農業の再構
築が求められており、将来交付対
象外となった農地の対策など、関
係機関と連携して国の事業などを
活用した対策を検討します。

問 78％に及ぶ肥料価格の値上げが
発表されたことから農業資材高騰
対策が必要だが、国に対する支援
対策要請について当市の考えを伺
う。

答 農業資材高騰は、地域農業へ多
大な影響を及ぼすことから、本市
でも独自に対策を検討しており、
今後も北海道市長会などを通じて
国に対して対策を要請していきます。

第２回定例会 一般質問から

木下八重子（会派みどり）

堀　　重雄（公明党）

柴田　文男（会派清新）

山本　正信（会派みどり）

三上　裕久（公明党）

安樂　良幸（新政会）

市職員による副業
について

町内会役員の確保
について

少子高齢化への対
策について

水田活用直接支払
交付金について

ＳＤＧｓ教育の
推進について

職員のメンタルへ
ルスケアについて

※ＱＲコードをスマートフォンで読み取ると、その質問者の
映像をユーチューブでご覧いただけます。
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第２回定例会 一般質問から

問 職員のメンタルヘルス対策にお
いて、ストレスチェックとの相関
分析、カウンセリングなど運用の
見直しが必要と考えるが見解を伺う。

答 メンタルヘルスについて学ぶ研
修会の実施も予定しており、ご指
摘の事項についても検討していき
たいと思います。

問 コロナ禍での新たな行政対応や
離職、休職者等により現有職員に
過度な負担が懸念されることから、
次年度職員採用は余力を加味した
方針とするべきではないか。

答 第２期財政健全化計画を踏まえ
つつ、将来にわたり持続可能な組
織となるよう、退職者の状況や年
齢構成のほか、ご指摘の職員への
過度な負担が生じないよう、業務
量に見合った人員配置に向けて計
画的に行っていきます。

問 昨年度、市内事業者を対象に実
施した「介護人材の育成と確保に
関する調査」の結果を踏まえ、ど
のような対策を行うのかを伺う。

答 ご協力いただいた41事業所のう
ち、６割の事業所が人材不足を重
大な課題と回答されていました。
今後は、課題解決に向け、官民そ
れぞれが取り組むべきことの整理
を行うとともに、人材確保と育成
に向けて取り組みの方向性を決定
していきたいと考えています。

問 地域社会のデジタル化に向け、
高齢者へのスマホ講座などを開催
する考えはないかを伺う。

答 デジタルを活用した行政サービ
スを進めていく中で、必要に応じ
高齢者支援を検討していきます。
なお、今年度は滝川市町内会連合
会連絡協議会がスマホ教室を開催
する予定と聞いています。

問 栃木県栃木市と沖縄県名護市と
もに以前は職員を相互に派遣して
いたが、今後どのような交流を検
討されているかを伺う。

答 これまで10名以上の職員が長期
の人事交流に関わっておりました
が、現在は両市の催事に職員が参
加し、経済交流を重ねております。
今後、職員交流については、人材
育成の観点から令和５年４月の再
開を目指します。

問 令和元年に食品ロス削減推進法
が制定され、啓発を行っている。
さらに積極的な啓発活動を展開す
べきと考えるが、見解を伺う。

答 市公式ホームページで、食品ロ
ス削減に向けて家庭や事業所がで
きることを紹介し、啓発を行って
いますが、今後もＳＮＳでの発信
や様々なイベントで、食品ロス削
減の呼びかけを継続していきます。

問 男女共同参画の取り組みについ
て伺う。

答 広報紙掲載や図書館との連携に
よる周知活動など、各所管がそれ
ぞれの施策を進めており、町内会
連合会連絡協議会で初めて女性の
理事が誕生するなど成果も生まれ
ています。引き続き、家庭・仕事・
子育てなどを含め様々な分野で男
女共同参画の理解と活動が成熟し、
誰もが豊かで健康的な生活が送れ
るよう取り組みます。

問 物価高騰で圧迫される家計の負
担軽減につながる学校給食費の無
料化について伺う。

答 財政構造上、国への依存財源が
多くを占める中で無料化に必要な
年間約１億３千万円の捻出は非常
に難しい状況です。給食費の無料
化について発言する機会があれば
国に要望したいと考えています。

問 来年、実施される統一地方選挙
への出馬の意向について伺う。

答 現在、感染症対策のほか様々な
市政課題の解決に向け、懸命に努
力しているところです。このよう
に、今期の市政を推進することの
みを考えており、４期目出馬につ
いては白紙の状態です。今後熟慮
していきたいと思っています。

問 除排雪の苦情の主な内容と処理
の実態を伺う。

答 置き雪に関するものが約８割程
度、その他道路への雪出しに関す
る苦情と排雪等の要望が主な内容
となっています。高齢化や生活ス
タイルの変化などにより市民ニー
ズが多様化しております。生活に
必要不可欠な冬期間の道路交通網
の確保を最重点に、解決できるも
のは改善に向け日々取り組んでい
るところです。

問 全国の市町村のうち、防災など
の部署に女性のいない自治体は約
６割にのぼる。危機管理や防災の
部署に女性がいないと、避難所の
運営や備蓄用品に女性の視点が反
映されにくいのではないか。本市
の現状と今後の考えを伺う。

答 防災担当としての女性職員の配
置については、現状防災危機対策
課に会計年度任用職員が１名配置
されています。今後、防災業務立
案に際し、当該女性職員及び他課
の女性職員に対して、より積極的
に意見を求めていくほか、幅広く
様々な市民からの災害への不安や
懸念などを拾い上げていくなどし
て、特に女性の視点から、災害に
対して抱く不安や懸念などを一つ
ひとつ解消していけるよう努めて
いきたいと考えています。

佐々木和代（新政会）

田村　　勇（新政会）

水口　典一（会派清新）

東元　勝己（会派清新）

荒木　文一（会派清新）

寄谷　猛男（共産党）

介護人材の不足に
ついて

市長の基本姿勢に
ついて

友好親善都市との
交流について

防災担当職員の
配置について

職員のメンタルヘル

スと採用について

男女共同参画の取
り組みについて

※ＱＲコードをスマートフォンで読み取ると、その質問者の
映像をユーチューブでご覧いただけます。

たきかわ市議会だより No.426



令和４年第２回定例会議決結果

令和４年第３回臨時会議決結果令和４年第２回臨時会議決結果

議案番号 件　　　　名 議決結果
報告第１号 令和３年度滝川市一般会計予算繰越明許費の繰越しについて 報 告 済
報告第２号 令和３年度滝川市公営住宅事業特別会計予算繰越明許費の繰越しについて 報 告 済
報告第３号 令和３年度滝川市下水道事業会計予算の繰越しについて 報 告 済
報告第４号 一般社団法人滝川国際交流協会の経営状況について 報 告 済
報告第５号 一般財団法人滝川生涯学習振興会の経営状況について 報 告 済
報告第６号 監査報告について 報 告 済
報告第７号 例月現金出納検査報告について 報 告 済

議案第１号
令和４年度滝川市一般会計補正予算（第４号）
特定空家等の略式代執行等の実施、低所得の子育て世帯に対する生活支援特別給付金の給付などを行うための補
正です。

原案可決

議案第２号
令和４年度滝川市下水道事業会計補正予算（第２号）
石狩川流域下水道事業計画の変更に伴う建設負担率の改定により、営業費用及び建設改良費並びに下水道事業債
の限度額を増額するための補正です。

原案可決

議案第３号 滝川市空家等対策の推進に関する条例
滝川市空家等対策協議会の設置及び空家等に対する措置等について所要の整備を行うための改正です。

原案可決

議案第４号 滝川市職員等の公正な職務の執行の確保に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第５号 滝川市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第６号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 原案可決

議案第７号
令和４年度滝川市一般会計補正予算（第５号）
國學院大學北海道短期大学部学生生活支援事業、低所得世帯への生活支援金給付事業、滝川市農業生産資材価格高
騰緊急対策事業、学校給食の原材料費高騰対策事業などを行うための補正です。

原案可決

議案第８号 財産の取得について
小型ロータリ除雪車（1.3ｍ／700ｔ級）１台

原案可決

議案第９号 議員の派遣について 原案可決
議案第10号 滝川市総合計画調査等特別委員会の設置について 原案可決

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について
丸山　健さんが推薦されました。

可と答申

意見書案第１号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、「30人以下学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた要望意見書 原案可決

意見書案第２号 地方財政の充実・強化を求める要望意見書 原案可決
意見書案第３号 食料安全保障の強化を図る新たな国の予算確保と国民への理解醸成を図る要望意見書 原案可決
意見書案第４号 地方公共団体情報システムの標準化に向けての要望意見書 原案可決
意見書案第５号 森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強化を求める要望意見書 原案可決

議案番号 件　　　　名 議決結果

報告第１号 専決処分について（損害賠償額の決定）
交通事故に伴う損害賠償額の決定

報 告 済

議案第１号
令和４年度滝川市一般会計補正予算（第３号）
保育士、幼稚園教諭等の賃金改善のための保育士
等処遇改善臨時特例補助金の交付、新型コロナウ
イルスワクチン接種を実施するため等の補正です。

原案可決

議案第２号 令和４年度滝川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）原案可決
議案第３号 令和４年度滝川市公営住宅事業特別会計補正予算（第１号）原案可決
議案第４号 令和４年度滝川市介護保険特別会計補正予算（第１号）原案可決
議案第５号 令和４年度滝川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第６号 令和４年度滝川市下水道事業会計補正予算（第１号）原案可決
議案第７号 令和４年度滝川市病院事業会計補正予算（第１号）原案可決

議案第８号
一般職の職員の給与に関する条例及び滝
川市会計年度任用職員の給与及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第９号
滝川市税条例の一部を改正する条例
滝川市国民健康保険税における未就学児の被保険
者均等割額の軽減額を改めるための改正です。

原案可決

※議案第１号（一部）および議案第２号～第８号は、令和３年人事院勧告に伴い、
期末手当の減額を行うものです。

議案番号 件　　　　名 議決結果

報告第１号 専決処分について（滝川市
税条例の一部を改正する条例）承　　認

報告第２号

専決処分について（滝川市
介護保険条例の一部を改正
する条例）
新型コロナウイルス感染症の影
響により収入の減少が見込まれ
る場合等の介護保険料の減免措
置を延長するための改正です。

承　　認

議案第１号

令和４年度滝川市一般会計
補正予算（第２号）
小中学校の冬期間の窓開け換気
に対応可能な暖房機の更新、滝
川市地域応援プレミアム商品券
発行事業の実施などを行うため
の補正です。

原案可決

議案第２号 滝川市税条例等の一部を改
正する条例 原案可決

議案第３号 滝川市手数料条例の一部を
改正する条例 原案可決

※「請願」は10ページの「用語を理解して議会をもっと身近に！」を参照
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傍聴してみませんか

令和４年度　総務文教常任委員会行政視察

インターネット中継のお知らせ

編 集 後 記
　令和４年第３回滝川市議会定例会
開催予定日をお知らせします。 　夏本番の季節となり、お盆も近づいてきまし

た。先月開催された、江部乙オープンガーデン
を拝見させていただきました。どこのガーデン
も素晴らしく、美しい花を観ることができまし
た。ありがとうございました。
　さて、コロナウイルス感染症も下火になり、
少しずつ日常の生活が戻りつつあります。しか
し、まだまだ予断を許さない状況です。皆さん
も感染対策に万全を期し、生活されていること
と推察いたします。私たち議員も夏の暑さに負
けず、市民の期待に応えられるよう、日々努力
して参りたいと思っております。
　また、紙面づくりにも工夫を凝らし、注目し
て読んでいただけるよう取り組んで参ります。

たきかわ市議会だより編集委員会
委員　木　下　八重子　

発行責任者　滝川市議会議長　関藤　龍也

　滝川市議会では、YouTube（ユーチューブ）

により会議の様子をインターネット上で配信し

ます。視聴される場合は、「滝川市議会YouTube

チャンネル」をクリックしてください。

　滝川市議会では、先進的な取り組みをしてい
る自治体のまちづくりの施策やアイデアを調査
する行政視察を行っています。今回は、滝川市
が新たに建設を検討している文化施設などを訪
問し、設立までの経緯や運営方法について学び
ました。なお、視察結果は、今後の課題解決に
向けた取り組みに活かしていきます。

▲岩手県滝沢市の
ビッグルーフ滝
沢

群馬県邑楽町の

▲

邑
むら
の森ホール

　開催日は変更する場合がありますので、傍
聴の際は日程を確認してください。

※矢印は会期を示します。

日 月 火 水 木 金 土
８/28 29 30 31 ９/1 ２

本会議
３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13
本会議
一般質問

14
本会議
一般質問

15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 10/1

問い合わせ　議会事務局　☎28-8048

たきかわ市議会
ホームページＱＲ

議員の表彰

議員在職 15年以上 表彰

※令和４年５月25日受彰

堀　重雄　　関藤　龍也　　荒木　文一

次の議員が全国市議会議長会の表彰を受けました。

視察期間
　令和４年５月17日㈫～19日㈭
視察目的
　文化施設などについて
視察先
　岩手県滝沢市、群馬県邑

おうらまち

楽町ほか

たきかわ市議会だより No.428


